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クラブテーマ：リラックス・ロータリー ～親睦と奉仕、肩の力を抜いて～ 

会長／樅山修一 幹事／細井勉 会報委員会／大仁孝泰・鈴木卓也   例会／毎週火曜日 12：30 豊川商工会議所  

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4 豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 HP：http://toyokawahoi.tank.jp/ 

本年度第２９回 通算１７０８回 

２０２３年２月２８日（火） 
出席報告 

会員総数 出席者数 出席率 2/14 修正出席率 

７２名 ３３名 ５０％ ７０．３％ 

 ゲスト：地区防災対策委員会 大町敏之さん（蒲郡）、小田泰久さん（蒲郡）   ビジター：（なし） 

★会長あいさつ          樅山修一会長 

だいぶ春らしい陽

気になってきまし

た。花粉も舞って

いるようであり、

マスクを自由にす

る動きもあります

が、花粉症の身に

とって暫くはマス

クが外せない状況が続きそうです。 

 本日、久しぶりにロータリーの友を配布させてい

ただきました。後ほど雑誌広報委員会から読みどこ

ろの紹介があると思いますが、私の方からも一つ報

告させていただきます。１月号の55ページに、つい

にパズル当選者として名前を載せていただくことが

できました。賞品で頂いたヘアラボは我社の事務所

でスクスクと育っています。1月号のパズルdeロー

タリーは締め切りが過ぎていますので、是非、2 月

号に挑戦して頂きたいと思います。以前にも申しま

したが、10名当選のところ100人ちょっとしか応募

がありませんので、かなりの高確率で当選できると

思います。最近、知ったのですが、ロータリーの友

には一年ルールが在りまして、公平という観点から

一年以内には同じクラブからの投稿は掲載しないと

いう事になっているそうです。クイズの方も同じく

一年ルールが適用され、一年に複数回の当選は無い

という事なら、さらに確率が上がると思いますので、

応募のしがいがあると思います。 

 さて、トルコ・シリア地震では東日本大震災の 3

倍以上になる5万人を超える死者が出ています。現

地の建造物の多くは耐震基準を満たしていなかった

ようです。避けることのできない大地震ですが、備

えがあれば被害を最小に留めることが出来ると思い

ます。トルコ・シリア地震の義捐金についてはクラ

ブで取りまとめてお送りしたいと考えています。ま

たマイロータリーからご寄付をしていただくことも

可能です。 

 昨年 9 月 27 日には防災をテーマに補助金事業で

小学生の防災教室支援と翻訳機の寄贈を行っていま

す。そして本日は地区の防災対策委員会の大町さん

より卓話を頂きます。本日の例会は防災の集大成と

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

★幹事報告            細井 勉幹事 

例会臨時変更のお知らせ 

豊橋RCパストガバナー訃報のお知らせ 

渥美RC菜の花まつりのお知らせ 

★委員会報告 

雑誌広報委員会 度会秀子委員長 

ロータリーの友1月号、2月号のお知らせ 
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★卓話「南海トラフ地震について」 

地区防災対策委員会 大町敏之氏 

小田泰久氏 

皆さん、こん

にちは。今日

は南海トラフ

地震について

のお話をさせ

て頂きます。

南海トラフだ

けでなく、地

震全般的なも

のをお話しながら、皆さんの防災意識の向上の一助

になればという思いで卓話をさせて頂きます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 まず、地区の防災対策委員会についてです。2017

年度、愛知県との間に防災協定の締結が行われまし

た。岡部ガバナーの年度に委員会が設立され、南海

トラフを中心にした委員会活動を行っています。出

向者は、基本的に前年度の分区幹事がスライドして

出向をしています。委員会活動は、各クラブより依

頼を受けて、防災卓話を行い、防災意識の向上を図

っています。しかしながら、ガバナーエレクトが単

年度制ではなく、継続してやって欲しいと依頼があ

りまして、来年も出向が決まっています。2 年連続

と言うことになります。 

 地震の種類は、海溝型の地震は南海トラフのよう

な地震を言います。内層型の地震は断層がずれ動い

た衝撃が現れるものです。 

 最近の地震としては、1995年の阪神淡路大震災で

す。犠牲者の8割は、建物の倒壊によって被害を受

けています。これは断層性の地震です。2016年の熊

本地震は、地震の直接の被害よりも、関連死の方が

多かったことが特徴です。震源地は布田川断層帯で

す。2018年北海道胆振東部地震は、土砂崩れとブラ

ックアウトが特徴的でした。震源地は石狩低地東緑

断層帯です。数日前に同じところで地震がありまし

た。個人的な意見ですが、その地震もこの断層が震

源になっていると思います。 

 この地域の断層がどうなっているかと言いますと、

三河地域には断層帯がないと言われていますが、地

表から見ているので、地下がどうなっているかは見

当がついていません。断層がないからと言って安心

はしないでください。 

 変わった地震としては、地震の震源が300キロよ

りも深いところで起こった場合、揺れが上がってく

るときに、岩盤が柔らかいと地震の波が吸収されて

しまって、すぐ近くでは揺れないということが起き

ます。年末に三重県沖で地震が発生して、実際には

福島県沖で揺れたということがありました。これは、

震源からプレートに沿って福島県沖に揺れが伝わっ

たということです。プレートは非常に硬くて、地震

の波を伝えやすいので、このような現象がおきます。

深発地震という特殊な地震です。 

 能登半島の先端で昨年に地震がありました。太平

洋プレートが日本列島の下をくぐって、100 キロぐ

らいのところから水が蒸発して地表に行って、地表

が 3～4 ㎝盛り上げたために起きた地震です。群発

地震になる恐れがあると言われています。 

 海溝型の地震は、2011年に起きた東日本大震災で

す。津波による死者が一番多かったです。海溝型の

地震は、津波が一番影響が大きいです。 

 今回のトルコ・シリア地震も内陸型の地震で、マ

グニチュード7.8の時には300キロ、マグニチュー

ド7.5の時には100キロの断層がずれ動いたために

起きた地震が発生しています。 

 海溝型の地震が起きるメカニズムとしては、海側

のプレートが陸側のプレートを巻き込んで、巻き込

んで耐えられなくなると、ポンと跳ね上がって地震

になります。 

 東日本大震災の場合には、東西200キロ、南北500

キロ、深さは深いところで50メートルずれました。

最初は、この辺りで大きな地震は起きないと言われ

ていました。理由の一つは、日本海溝のプレートに

海の堆積物が溜まって中に入っていくので、接着が

強くなくて弱いのではないかと考えられていました。

もう一つの理由としては、釜石沖で発生している地

震は、5 年半ぐらいにマグニチュード 5 ぐらいの地

震が定期的に発生していました。余りエネルギーを

蓄えずに地震があったので、大きな地震は発生しな

いのではないかと考えられていました。このように

考えられていましたが、マグニチュード9という大

きな地震が発生してしまいました。現在も研究され

ていますが、まだ詳しく解明されていません。 

 1923年に起きた関東大震災は、相模トラフが原因

で起きた地震で、海溝型の地震になります。 

 緊急地震速報が発表されています。全国 1000 か

所に観測所があります。地震計が 3000 か所ぐらい

あります。地震が起きるとS派とP派の波が発生し



95 

 

ます。P 派は縦揺れで、揺れは小さいですが、スビ

ートが速いです。S 派は横揺れで、揺れが大きくな

ります。P派は秒速6キロで、S派は秒速3～4キロ

です。この時間差を利用して、地震か来るのを予測

して速報を出して皆さんに注意を促すという仕組み

になっています。 

 ところが、緊急地震速報が出されたのに地震が来

なかったということがあります。この原因の一つは、

計器の故障です。もう一つの理由は、地震が発生し

た時に、非常に小さな地震を観測地点Åで観測して

速報は必要ないと判断します。しかし観測地点Ｂで

は、観測地点Ｂの近くで発生した第２の地震による

揺れを遠く離れた第１の地震による揺れだと“勘違

い”する場合があり、結果として最初の地震の規模

を過大に推定して“空振り”となります。観測点は

互換性がないので、このような事な“空振り”が起

きてしまいます。 

 そんなに頻繁に地震が起きるのかという疑問があ

ると思います。リアルタイムで、日本列島周辺では、

微弱な地震は頻繁に起きています。ニュースになる

ものではありませんが、地震が発生しています。

Yahoo!から地震の発生状況は誰でも見ることができ

ます。 

 地球上にはプレートが 10 数種類あります。日本

は、太平洋プレート、フィリピンプレート、北米プ

レート、ユーラシアプレートの4つのプレートに挟

まれています。トルコは、アラビアプレート、ユー

ラシアプレートに挟まれています。殆どプレートの

境界線で地震が多発しています。ハワイも意外と地

震が多いです。逆にアフリカ、オーストラリア、ヨ

ーロッパ、アメリカの東海岸は少ないです。 

 太平洋プレートは、年間で 10 ㎝ぐらい日本列島

側に動いています。なので、ハワイは1年間で10㎝

ぐらい近づいています。 

 北米プレートとユーラシアプレートの日本列島上

の境目で、電力のヘルツが違います。欽ちゃんヌー

ドルは西日本でしか売れない。不思議にプレートの

境界線が影響を与えているようです。 

 以前は東海・東南海と分けていましたが、最近で

は一括して南海トラフ地震と呼ばれるようになって

います。 

 南海トラフがこれまでに発生した記録を見ていく

と、100 年から 150 年の間に発生しています。この

原因はプレートの動きが1年間に数センチと決まっ

ているので、そのエネルギーの蓄積が100年から150

年経つと解き放たれて地震が起きるというメカニズ

ムと考えられています。 

 南海トラフが発生する 50 年前ぐらいから地震が

頻繁に起きています。阪神淡路大震災が1995年で、

この辺りから地震活動が活発になっているので、南

海トラフ地震が起きる可能性が高いと専門家はみて

います。 

 高知県の室戸岬の先端に室津港があります。そこ

に古文書が残っていました。1707年の地震では1.8

ｍ隆起しました。そして1年ずつプレートが沈んで

いきます。1840年の安政地震では1.2ｍ隆起、1946

年の昭和地震は1.15ｍ隆起しました。プレートの沈

みは毎年一定ですので、プレートの跳ね上がりがあ

るだろうと予測されているのが 2030 年と言われて

いて、2030 年から 2040 年の間に南海トラフ地震来

るのではないかと言われています。 

 ですが、昨年9月の中日新聞の朝刊に載っていた

記事を紹介します。古文書が発見された室津港の深

さが、港が浅くなると船が入れないので人工的に掘

ったという記録があり、そうすると先程の記録は自

然なものではない可能性もあるので、中日新聞には

「南海トラフ揺らぐ８０％」という見出しで記事が

載っていました。 

 震度とマグニチュードについて説明します。震度

は一番強いので「７」です。「０」から「３」の揺れ

は大丈夫な揺れです。マグニチュードは対数で表さ

れます。マグニチュードが1つ上がると地震は32倍

になります。2上がると32×32で1000 倍になりま

す。 

 南海トラフ地震への備えの再確認をお願いします。

①揺れに備えるため、家具の固定、転倒防止対策。

②火災に備えて、感震ブレーカーの設置。③避難生

活に備えるための安否確認、避難場所・経路の確認、

水・食料の備蓄。災害用伝言ダイヤルがあります。

毎月１日と 15 日に体験ができますので、皆さんや

ってみて下さい。 

 皆さん、南海トラフへの備えを行ってください。

ご清聴ありがとうございました 

 

★ニコニコボックス 

大町敏之様  本日の卓話宜しくお願いします。 

小田泰久様   〃 

樅山修一会長 大町様、小田様を歓迎して 

小田伊佐浩会員 〃 

 

会報担当：大仁孝泰・鈴木卓也 


